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輕
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の
土
地
制
度

・
・
…

時
}

弧
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農
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愛
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心
冷
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傾
向

・
・

震

災
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租

税

・

・

・

・

・

・

・

…

説

苑

マ
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サ

ス

の
地

代
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雑
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ア
ダ

ム
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ス
ミ

ス
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簡
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・

「
資

本

と
勢
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」
と
「
勢

働

と
資

本

」
・

リ

カ

ア
ド
経

済
論

文

集

の
刊
行

・

名

士

の
死

の
心

理

艦
欄
統

計

的

研

究

・

附

錦
野

本
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婿
川
十

七
亜種

(第
(
ハ
離
撒

【
四
HO
)

八

九
〇

一

㌧
h
く

P
「
「
「
P
「
h
5

h
「
「
「
「

リ

カ

ア
ド
経

済
論
…文
集

の
刊
行

各

員

吉

彦

今
年

一
九
二
三
年
は
、

ア
ダ

ム
・

ス
ミ
ス
の
生
誕
二

百
年
に
相
當
す

る
ざ
共

に
、
ま
た
リ
カ
ァ
ド
の
逝
去

}

百
年
に
相
當
す

る
。
前
者
に
射
し
て
は
、
世
界
の
各
所

に
於
て
、
之
を
記
念
す

る
た
め
の
各
種

の
催
し
が
行
は

れ
た
が
、
後
者

に
獅

し
て
は
、
勿
論
そ
れ
程
の
注
意
は

慧
か
れ
て
居
な
い
。
け
れ
こ
も
其

れ
は
全
く
學
界

か
ら

ネ
グ

レ
ク
ト

さ
れ

て
居

る
課
で
は
な

く
て
、
近

著

の
、

.

の
ゴ
e
否
o
o
8
巳
δ
}o
竃
コ
巴

に
は

、
英
図

の
維
濟

學
史
家

ボ
ナ

ー
氏
が

諺

9
暮
c舜

蔓

三
夏
舘

ε
し

て

..匹
?

.

胃
α
。
ポ
診
鵬
()け

コ
ぎ
,.

だ
題
す

る
長
篇

の
論
文
を
濃
表

㎜
し
て
屠

る
。

さ
う
し

て
藪

に
紹
介

せ
ん

ε
す

る
彼

れ

の

の

闘
経

済
論
文
集
」
が
、
ま
た

同
じ
年

に
出
版

さ
る

・
こ
ξ

…、
な

っ
た
の
も
、
全
く
偶

然
ε

の
み
見

る
こ
ご
は
出

来

.

な

い
で
あ
ら

う
Q

リ
ヵ

ア
ド

の
著
作
集

ご
し
て
既

に
存
在

せ

る
も

の
ば

一
彼
れ

の
炭
入

に
し
て
後
輩

で
あ

る

マ
カ
ロ
ソ
ク
の
手

に

…

成

っ
た

目
冨

≦
-〇
二
㊧

o
暁
箒
コ
く
三

郎
肖8
三
〇
(
易
轟
9

で

あ

る
。

こ
れ

に
は

マ
ヵ

ロ
ッ
ク
の
筆

に
成

る

ー-
ヵ
ア
ド

「
"
傳

記
を
附
…し

、
「
原

論
』
の
外

に
九
危扁
の
勢
伶

を
輯

め

…
て
居

る
か
ら

、
彼

れ
の
論
著
は
殆

ん
ご
此

の
中

に
網
羅

…
さ
れ
蕪

で
あ
る
・
.天

蓋

年
に
至

っ
て
版
を
重
ね

…

碑

に
扉
の
裏
町

リ
ヵ
ア
ド
の
官
僚
を
載
せ
る
こ
ε

㎝
、
な

っ
た
。
然

る

に

一
八
九

一
年

に
至

っ
て
、
特

に
彼

　

　
れ

の
判
原
論
」
だ
け
が
、

リ

バ
プ

ー
ル
大
學

の
ゴ

ソ
ナ

ー

一
漱
授

に
依

っ
て
濁

立

の

一
冊

ε
し

て
刑

行

せ
ら
れ

、
激

一「
授
の
手
に
成
る
詳
細
な
評
論
、
附
録
及

び
書
目
が
附

せ

ユ)

2〕

窃)

4)

5)

6)
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、

の

ら

る

、
こ
ε

、
な

っ
た
o

、

今

年
新

た
に
刊

行

せ
ら

る

、
こ
ε

、
な

っ
た
彼

れ

の

『
纏
濟
論

文
集
』
も
亦

同
じ
く

ゴ

ソ
ナ
ー
敷
授

の
手

に
依

っ
々
も

の
で
あ

っ
て
、
…教
授

自
身

の
序

文

に
謂

ふ
様

に

「
原
論
」
の
姉

妹
篇

こ
し
て
企
圖

さ
れ

π
も

の
で
あ

看
。

輯
録
す

る
所

の
論

文
は

、

「
貨

幣
及
び
金
融
問

題

に
關

り

す

る
」
三
篇

ご
.

『
英
國
農
業

状
態

の
救
治

策

に
關

す

る
」

二
篇

ビ
で
あ

っ
て
、
国
民

銀
行
案

及
び
減
債
募

金

論
は
、

『
一
時
的

興
味
を
惹

い
た
に
過

ぎ

漁
も
の
で

、

從

っ
て
何

れ
も
再
版

を
必

要

ε
し
な

い
標

に
見

え
る
巨

£

の
理
由

で
削
除

さ
れ

て
居

る
。
前
記

の
五

篇
嫉
何

れ

も
学

頭

ロ
ッ
ク
の
出

し
だ
著
作
集

に
採
録

さ
れ

て
居

る

竜

の
で
は
あ

る
が
、
併

し
此

の
著
作
集

す
ら

、
既

に
手

に
入
り
難

く

な

つ
π
今

日

に
於

て
一
ゴ

ソ
ナ

ー
漱
授

の

『
論
文
集
』
の
出
た

こ
ご
は

、
我

々
の
大

い
に
便
宜

ε
す

る
所

で
あ

る
。

}、地
金

の
高
き
償
格
」
ご
題
す
-る
最
初

の

一
篇

は
、

縄

濟
學
者

ざ
し

て
の

リ

カ
ア
ド
を
阯

に
紹
介

し
π
彼

れ

の

庭

女
作

で
あ

る
。
彼

れ
は
す

で

に

一
七
九

九
年

の
頃

か

、

ら
、
脛

濟
學

に
興
味

を
威

じ

て
.そ
の
研
究

を
怠
ら

な

か

録

難

リ
カ
ア
ド
輕
濟
文
集
の
刊
行

…
つ
た
が

、
當
聴

の
英

国

に
於

け

る
経
済

的
事
情
は

、
彼

㎜
れ
を
駆

っ
て
醤

問
題
を
考
察
す

る
に
至
ら
し
箆

の

」
で
あ

る
。

天

〇
九

年

寓
。
三
星

∩
ぎ

⇒
同号

の
主
筆

　

「
ペ
リ

ー
の
奬

め
に
從

っ
て
「
金

の
償
格

に
就

て
」
ご
題
す一

㎜
る
書

簡
を
同
紙

に
連
載

し
た
が
、

そ
れ
が
世
間

の
注
意

π
を
急

い
だ
の

に
興
味
を
戚

じ
て
、
狸

…
入

一
〇
年

之
を

.

増

補

し

て
猫

立

の
バ

ソ
フ

レ
.ッ
ト
ご
し
て
出
版

し
π
も

の
帥

ち
是
で
あ

る
。
合
深

く
そ

の
内

容

に
鰯

る

、
を
許

さ
な

い
が
、

要
す

る
に
地
金

の
高
傾
な

る
は
党
換

券
増

獲

の
結
果

で
あ

る
か
ら
、
金
紙

の
開

き

の
な

く
な

る
ま

で
之

を
牧
締

せ
ね
ば
な
ら

澱
こ
ピ
を
論
じ
た
も

の

で
、

.
此

の
提
案

は

、
此

の
年
英
國

の
下
院

に
設
け
ら
れ

て
地

ゆ

の

.

金
委

員
會

の
採
用
す

る
所

ご
な

つ
究
も

の
で
あ
る
。

リ

カ
ア
ド
及

び
地
金

委
員
會

の
提
案

に
謝

し

て
は

、

.
「
或
種

の
偏

見

、
無
知
及

び
利
害
關
係

か
ら
]
種

々
の
反

粥
を
暇

ふ
る
も

の
も
あ

っ
た

が
、
そ

の
中
景

も
署

し

い

も

の
は
、

頃
o
田
富
書
雲

氏

の
そ
れ

で

あ

っ
た
。

『
地

.
金

委
員
會

の
報
座

潤
に
閲
す

る
ボ

ナ

ソ
グ
ー
氏

の
實
際
観

察

に
劃
す

る
答
僻
」

・し
題
す

る

リ
カ
ア
ド
の
第

二
の
論

、
交
は
、
即
ち

之
に
勤

す

る
駁
論

で
あ

る
。

マ
カ

v
ソ
ク

第

十
ぞ
巻

(第
六
號

[
四

;

八

九

一
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難
.
録

"
カ
ア
ド
経
済
文
集
の
弱
行

の
評
す

る
所

に
依

れ
ば

、

『
り

ヵ
ア
ド
は

敵

の
根

線

そ

一

の
も
の
主

星

ち
・
融
の
武
器
藻

っ
て
や

っ
つ
け

　

ユ

　

　

き

セ
」

の
で
あ
っ
て
、
『
彼
れ
の
勝
利
は
、
完
全
で
十
分
」

で
あ
っ
た
。

第
三
の
論
友
は
、『
経
済
的
な
健
實
な
通
貨

に
關
す

る

均

提
案
」
ε
題
す
る
も
の
で
、
第

一
論
文
の
第
四
版

(
一

八

　
一
年
)
に
附
け
加

へ
ら
れ
π
附
録
の
内
容
一

有

名
な
彼
れ
の

ぎ
σQ
9

コ
竃
i

を
主
題
ε
し
て
取
扱
ひ

前
記
二
篇
を
完
成
し
泥
も
の
で
あ
る
。
此

の
提
案

は

一

入

[
九
年
り
上
下
両
院

に
於
け
る
幣
制
委
員
會
に
採
用

せ
ら
れ
一
此

の
年

の
八
月
二
日
議
會
を
通
過
し
て
法
律

動

ε
な

っ
た
。

の
み
な
ら
す
彼

れ

の

ぎ
σq
含

コ
雪

は
其

後

に
起

つ
た
金

鳥
替
本
位
制

に
射

し
て
、
有

力
な
根
櫨

を

與

へ
た
も

の
で
あ
、る
。

最

後

の
二
篇
は
農

業
問
題

に
関
す

る
も
の

で
あ
る
。

英
国

に
於

て
は
、
今
次

の
大
戦
争

に
も

、
食
糧
問
題

に

關
通

し
て
農
業
保

護

に
聞
す

る
諸

問
題

が
盛

ん
に
論
議

さ
れ

だ
が
、
、こ
れ

ε
略

々
同
じ
事
情

の
下

に
あ

っ
π

一

世
紀
前

の
當

時

に
於

て
も

亦
、

マ
ル
サ

ス
、

リ
カ
ア

ド

馨

の
學
者

は
、
盛

ん
に
此

の
問

題

に
就

て
論

議
を
重

ね

粥
レ
七
巻

(第
六
號

【
四

二
)
.

八
九
二

π
の
で
あ

っ
た
。

さ
う

し

て
リ
カ
ア

ド
は

、

マ
ル
サ

ス
・

ε
略

同
様

の
地
代

論
を
根
糠

窪
し
な

が
ら
、

マ
ル
サ

ス

ε
は
全
く
異

り
、
穀
物
僚
例

に
反

射
し

て
目
由
貿
易
論

を
主
張

し
た
も

の
で
あ
る
。

倦

て
、

リ
カ
ア
ド
は
其

の
脛
歴
よ
b
來

る
自
然

の
結

果

ピ
し

て
、
實

際
経
済

界

の
事
情

に
精
通

し
、
殊

に
金

融
及

ひ
通
貨

の
問
題

に
就

て
、
洞
徹

し
た
意
見
を
有

っ

て
居

た

で
あ
ら
う

こ
ξ
は
明

か
で
あ
る
。

然

る
に
彼

れ

の
理
論
経

済
を
代
表
す

る
所

の
「
原
論
』
は
、
そ

の
議
論

の
抽

象
的

且

つ
假

設
的
な
黙

に
於

て
著

し
き
特
徴
を
有

す

る
が
、
此
は
恐
ら

く

マ
カ

ロ
ツ
ク
の
謂

ふ
様

に
、
議
論

を

一
般
化

せ

ん
ε
す

る
彼

れ
の
希
望

か
ら
出

だ
に
過

ぎ

な

い
も
の
で
あ

っ
て
、
實
際

の
縄
濟

問
題

に
關
す

る
彼

れ
の
所
論
を

一
瞥
す

る
時
は
、
理
論
輕
濟

に
於
け

る
彼

れ

の
學
風

に
謝

し

て
顯
著
な
蜀
照
を
示

し
て
居

る
。

さ

う

し
て
前
記

ボ
ナ

一
兵

の

ン

。き
寄
罵
受

旺
σ
簿
Φ

ば
、

瑚

『
通
貨
制
度
の
政
善

に
關
す
る
實
行
業

の
著
者
ε
し
て
」

の
リ
ヵ
ア
ド
に
關
す
る
研
究
で
あ
ゲ
、
彼
れ
の

「
経
済

論
亥
集
」
は
同
じ
く
實
際
問
題

に
…關
す
る
彼
れ
の
勢
作

を
軽

め
た
も
の
で
あ
る
。
顧

ふ
に
彼
れ
の
時
代
は
、

マ

11)
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■

　

ー

シ
ヤ

ル
教
授

が
そ

の
近
業

に
謂
…ふ
皿檬
に
、「
ナ

ポ

レ
オ
ー

ソ
戦
争

の
蹂
躪

ε
恐
慌

に
依

っ
て
惹

き
起

さ
れ
た
所

の

矯

及
び
馨

の
馨

し
き
雛

』
の
た
め
に
、
學
重

責
際
家
の
有
能
博
識
な
人
々
が
、
此
の
(通
貨
)問
題
の

研
究
に
徒
事
し
た
』
將
代
.で
あ
り
、
ま
に
ボ
ナ
ー
氏
の

一

謂

ふ
様

に
、『
銀
行
券
に
謝
す
る
見
損
の
停
止
が
十
四
年
…
.

間
も
績

虐
て
、
其
の
償
値

の
下
落
が
次
第
に
著
し
く
な
…
㎝

つ

て
家
捜
」
聴
で
、
恰
も

『
A
・日
の
吾

々
に
於
け
る
ε

一

同

じ
く
、
大
賊
孚
及
び
其
後

に
起

つ
た
所
の
通
貨

の
混

㎝

ゆ

　

　

り

胤

を
救

ふ
』
.こ
ご
が
、
當

特

の
實

際
問
題

の
核
心

を

な

…

し

た
時

機

で
あ

っ
た
。

さ
う

し
て

『
リ

カ
ア
ド
は
是

等

…

の
畢
者

の
間

に
於

て
首
脳

の
地

位
を
占

め
た
人
で
あ

っ

「

て
、
彼
れ
の
名
聲
の
高
か

つ
発

め
に
・
他
の
人

々
の
…

葎

は
・
闇
か
ら
開
葬

ら
れ
ふ

幽

は
れ
る
程

の
…

彼
れ
の
所
論
が
一
同
じ
問
題
に
慨
ま
さ
れ
て
居
る
今
日
一

特
に
學
界
の
注
意
を
挙

量

っ
た
・
・
は
、
決
し
1

偶
然

で
は
な

か
ら
う
。

　
　

ζ
ξ
ζ
一

」
ノミ

言

言

…

臨「「　

難

錬

重

の
死
の
心
理
翻

す
ゐ
統
計
的
研
究

…
【

一

」

17

1B:

艶

TnHuellceofalOWprice・fcorm・nthepr。fits・fst・ck.(18x5)

(1822)OnProtectiontoAgricultwe.B

onar,Ricardo,singotplan(TheE・conomic∫ournal,September[923,P.

28買)

Moneycreditan〔{Co.lnmεrc¢1973P,琴4了 、:Marshall,

:呂011旧r.,{bi〔i、,P・z81.

22)D〆1乱rsha11,ibid.,P.41..note.ibid.,P,231


